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市
総
合
防
災
訓
練

防防
災災
訓訓
練練
をを
終終
ええ
てて

市
で
は
、
8
月
28
日（
日
）、
上
野
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
、
各
地
区
で
市
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
市
総
合
防
災
訓
練
は
、
上
野
原
西
部
地
区
を
主
会
場
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
訓
練
を
は
じ
め
、
各

区
で
行
わ
れ
た
避
難
訓
練
な
ど
に
は
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
が
防
災
訓
練
を
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
被
災
地
で
は
、
復
興
復
旧
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
み
な
さ
ん
は
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
防
災
へ
の
意
識
が
薄
れ
て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

防
災
に
完
璧
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
方
も
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
い
つ
起
こ
る
か
分
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

これらの写真は、市社会福祉協議会が運営する災害ボランティアセンターの設置運営訓練の様子。写真左は、被
災現場から支援の依頼を受け付け、対応するところ。写真中央は、依頼された支援内容をスタッフがボランティ
アに指示するところ。写真右は、ボランティアがスタッフから指示を受けた支援物資を運搬するところ。
災害ボランティアセンターは、被災地の最前線で復興復旧の重要な役割を果たします。

①①

②②

「自助・共助」あなたの意識にありますか？
ひとつひとつの取り組みが
いざというときの減災につながります。

ミニ特集



3 広報うえのはら　平成23年10月号　　　　　

市
総
合
防
災
訓
練
の
主
会
場
で
は
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
7.5
（
一
部
で
震
度
6
強
）
の
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
消
火
訓
練

や
救
出
・
救
護
訓
練
、
給
食
・
給
水
訓
練
、

避
難
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
で

は
、
一
時
避
難
場
所
に
避
難
す
る
参
集
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
防
災

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練

に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
防
災
へ
の

関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

東
海
地
震
が
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率

は
87
％
、
関
東
直
下
型
地
震
が
発
生
す
る
確

率
も
70
％
と
、
い
つ
地
震
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
に
参
加
し
た
方
と
同
様
に
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
も
防
災
へ
の
意
識
を
継
続

し
て
持
ち
続
け
る
事
が
大
切
で
す
。

広
報
8
月
号
の
特
集
で
も
掲
載
し
ま
し
た

が
、
防
災
や
減
災
に
は
、
自
助
や
共
助
が
重

要
で
す
。
山
々
に
囲
ま
れ
た
上
野
原
市
は
、

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
個
所
が
1
3
9
個
所
も

指
定
さ
れ
て
い
て
、
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
や

す
い
地
域
で
す
。
土
砂
崩
れ
が
起
き
主
要
道

路
が
寸
断
さ
れ
れ
ば
支
援
物
資
な
ど
が
届
か

ず
、
復
旧
す
る
ま
で
は
備
蓄
品
な
ど
で
し
の

ぐ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

防
災
や
減
災
に
や
り
す
ぎ
や
完
璧
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、
災
害
に
つ
い
て
見
つ

め
直
し
、
各
自
で
で
き
る
対
策
や
備
え
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

防
災
意
識
を
持
ち
続
け
よ
う

①東海地震の予知情報が発表されたため（想定）、地震災害警戒本部が設置され様々な指示を出す市長
②倒壊した建物から要救助者を助け出し、手作りの担架で運ぶ参加者
③火災による煙が室内に充満している状況を体験するコーナーで説明を真剣に聞く参加者
④市内消防団員によるポンプ車を使った放水訓練。水圧でホースがあばれる為、放水する時に力が入ります。
⑤汚れた水を浄水器を使って飲料水に換える給水訓練。訓練参加者もろ過した水を飲みました。
⑥土砂崩れが発生し、道路をふさいでしまったことを想定して、土砂を取り除く訓練。市内は急傾斜地が多
いことから、土砂崩れによる道路の寸断が予想されます。
⑦主会場以外でも、市内各地域で防災訓練が行われました。この写真は、田町地区のみなさんが一時避難場
所に避難した参集訓練の様子。このように、参集訓練に参加することからも防災意識は高まります。
⑧全国瞬時警報システム（ＪーＡＬＥＲＴ）による「緊急地震速報」により地震発生を周知する職員
⑨通信網が遮断されたことを想定し、出張所と衛星携帯電話で連絡をとり被害状況を確認する職員
⑩バケツを使った消火訓練の様子。みなさんの息が合い、バケツリレーもスムーズです。
⑪市日赤奉仕団の協力により行われた炊き出し訓練の様子

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥⑧⑧

⑦⑦

⑨⑨

⑩⑩

《ミニ特集》防災訓練を終えて

⑪⑪
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東
日
本
大
震
災
の
被
害
は
、
衝
撃
的
で
し

た
。
多
く
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
た
め
、
最

前
線
で
避
難
を
呼
び
か
け
て
い
た
消
防
団
員

も
大
勢
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
避
難
の
呼
び

か
け
を
し
て
も
、
住
民
の
中
に
は
、
立
派
な

防
波
堤
や
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら
安
全
だ
と
考

え
避
難
し
な
か
っ
た
方
も
多
く
い
た
と
聞
き

ま
す
。
防
災
に
対
す
る
意
識
の
低
下
が
犠
牲

者
を
増
や
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
震
災
に
よ
る
被
害
が
少
な
い

市
内
で
は
、
み
な
さ
ん
の
防
災
に
対
す
る
意

識
が
低
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
み
な

さ
ん
も
他
人
任
せ
に
せ
ず
、
今
後
も
引
き
続

き
行
わ
れ
る
地
域
の
防
災
訓
練
へ
積
極
的
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
防
災
訓
練
を
終
え
て
感
じ
た
こ
と

私
た
ち
上
野
原
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
避
難
所
の
設
置
運
営
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
西
部
地
区
の
み
な
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、
避
難
生
活
の
場
と
な
る
ス
ペ
ー

ス
を
段
ボ
ー
ル
で
つ
く
っ
た
り
、
照
明
器
具

や
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
、
お
年
寄
り
や
障
害

の
あ
る
方
、
怪
我
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
が

利
用
す
る
福
祉
避
難
室
の
設
置
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
も
、
多
く
の
方
が
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
避
難
所
設
置
運
営
訓
練
は
極

め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
避
難
所
で
の
生
活
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
訓
練
を
と
お
し
て
体
験
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

は
、
自
主
防
災
組
織
や
地
区
単
位
の
訓
練
の

強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

避
難
場
所
ま
で
行
く
ル
ー
ト
の
危
険
性
や
連

絡
方
法
な
ど
、
そ
こ
に
住
む
地
区
の
み
な
さ

ん
だ
か
ら
こ
そ
把
握
で
き
る
こ
と
を
防
災
訓

練
に
取
り
入
れ
、一
般
の
方
が
参
加
し
や
す

い
訓
練
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
は
地
震
の
被
害
だ
け
で
な
く

大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
な
ど
の
心
配
が
あ
り

ま
す
。
今
後
は
風
水
害
を
意
識
し
た
訓
練
を

行
い
、
地
域
住
民
や
自
主
防
災
組
織
が
中
心

と
な
っ
て
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
訓
練
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
防
災
は
行
政
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
公
助
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
自
助
、
そ
し
て
み
な

さ
ん
で
協
力
し
合
う
共
助
が
重
要
で
す
。

自
助
・
共
助
の
重
要
性

上野原市消防団長

牧野伸吾さん

4月1日から上野原市消防団長に任命

されている甲東地区の牧野伸吾さん

東日本大震災後の市総合防災訓練を

終え、牧野消防団長が、今回の防災訓

練からどのようなことを感じたか。

また、今後の防災にどう取り組むべ

きか、考えをお聞きしました。

訓練に参加した上野原地
区民生委員・児童委員協議会のみなさん
積極的に地域の各種行事に協力したり、常
に弱者の立場にたった活動を行っています。

これらの写真は、避難所設置運営訓練の様子。東日本大震災では、多くの被災者が避難所生活を余儀なくされました。
震災などが発生した場合に備えた、とても重要な訓練です。写真左は、避難所に避難してきた方に食事を配給してい
るところ。写真中央は、避難所内に発電機や照明器具などを搬入しているところ。写真右は、負傷者を福祉避難室に
運ぶところ。この他にも、生活の場となる居住スペースに、少しでもプライバシーが守れるよう段ボールで囲いをつ
くるなどの訓練を行いました。

避
難
所
生
活
を
体
験
し
よ
う

《ミニ特集》防災訓練を終えて

インタビュー①

インタビュー②
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◆飲用水環境放射能測定検査（単位：ベクレル/キログラム）

採取日

8月12日

8月12日

8月12日

8月12日

8月12日

試料の種類

蛇口水

蛇口水

蛇口水

蛇口水

蛇口水

放射性ヨウ素

（Ｉー131）

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

放射性セシウム

（Ｃｓー134、Ｃｓー137）

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

測定結果（Ｂｑ／㎏）

●問い合わせ　生活環境課簡易水道担当（蕁62ｰ3114）

場所

西原原簡易水道

井戸黒田簡易水道

仲間川簡易水道

安寺沢簡易水道

秋山西部簡易水道

広
報
8
月
号
と
今
回
の
10
月
号
で
は
、
防

災
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
に
、
こ
の
瞬
間
に
日
本
の
ど
こ
で
も
地
震

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
震
災
に
備
え

続
け
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
地
震
に
限
ら
ず
、
近
年
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
と
い
っ
た
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
風
水

害
な
ど
の
被
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
9
月

に
日
本
を
襲
っ
た
台
風
12
号
で
は
、
紀
伊
半

島
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、「
深
層
崩
壊
」
と
い

う
大
規
模
な
土
砂
崩
落
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま

し
た
が
、
大
月
市
七
保
町
で
は
、
人
家
に
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
深
層
崩
壊
に
よ
る
土

砂
崩
れ
が
起
き
、
山
の
斜
面
が
大
き
く
え
ぐ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
で
も
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
で
土
砂
崩
れ
に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
が

発
生
し
ま
し
た
。
上
野
原
市
も
例
外
で
は
な

く
災
害
が
発
生
し
ま
す
。

市
総
合
防
災
訓
練
は
、
地
震
を
想
定
し
て

の
訓
練
が
中
心
で
す
が
、
風
水
害
な
ど
の
防

災
や
減
災
に
も
活
き
て
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
今
回
の
防
災
訓
練
を
振
り
返
り
、

災
害
へ
の
備
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
で
は
平
成
20
年
度
に
「
わ
が
家

の
防
災
と
国
民
保
護
チ
ェ
ッ
ク
B
O
O
K
」

を
作
成
し
、
み
な
さ
ん
に
お
配
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
震
を
は
じ
め
風
水
害
や
火
災

な
ど
の
被
害
を
最
小
限
度
に
抑
え
、
防
災
対

策
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

内
容
は
、
家
の
内
外
の
安
全
対
策
や
地
震

時
の
行
動
、
安
全
な
避
難
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

で
各
項
目
ご
と
に
確
認
し
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
活
用

し
、
防
災
、
減
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

放射能測定結果 （追加報告）

※測定機関は、衛生環境研究所です。
※測定結果の不検出とは、検査機器で測定できる定量下限値未満であることを示します。定量下限値は、測定機器の種　
類、測定機関の放射線のバックグランド値、測定条件（測定時間等）により異なります。
※放射性ヨウ素（Iー131）および放射性セシウム（Cs－134、Cｓ－137）の下限値は、概ね4（Bq／㎏）から10
（Bq／㎏）の範囲です。
※原子力安全委員会より示された飲食物の摂取制限に関する指標値および食品衛生法に基づく暫定的な指標値は、放射
性ヨウ素が300Bｑ／㎏で、放射性セシウムが200Bq／㎏となっています。
※水道水の放射性ヨウ素が100Bq／㎏を超える場合、乳児は、摂取を控えるよう、厚生労働省より指示がありました。

「
わ
が
家
の
防
災
と
国
民
保
護

チ
ェ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

▲「わが家の防災と国民保護

チェックＢＯＯＫ」

この一冊で、基本的な防災への取り組

み方がわかります。

チェックBOOKは、市総務課に用意し

てあります。ご利用ください。

●問い合わせ　

総務課行政防災担当（蕁62ｰ3117）

《ミニ特集》防災訓練を終えて



公表します

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早

期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た

め
の
も
の
で
、
表
1
の
4
つ
の
財
政
指
標

（
①
〜
④
）
で
表
さ
れ
ま
す
。

表
1
の
と
お
り
、
平
成
22
年
度
の
決
算
に

も
と
づ
く
市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、
4
つ

の
財
政
指
標
と
も
、
早
期
健
全
化
基
準
お
よ

び
財
政
再
生
基
準
の
基
準
値
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

ま
た
、
4
つ
の
財
政
指
標
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
の
赤
字
額

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

◆
「
実
質
赤
字
比
率
」
は
、
一
般
会
計
等
の

赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

で
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
の
程

度
が
大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
前
年
度
と
同
様

に
赤
字
で
は
な
く
黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
該
当
無
し
」
と
な
り
「
－
」
で
表
示
し

て
い
ま
す
。

※
標
準
財
政
規
模
…
地
方
公
共
団
体
が
標
準

広報うえのはら　No.80  6

みなさんは、上野原市の財政がどんな状況か？借金の残高などが将来どの程度の負担となるか？知

りたいところだと思います。結論からお話しすると、市の財政は健全に運営されています。

では、なぜ市の財政が健全に運営されているかというと、市の健全化判断比率や資金不足比率の値

が基準値（早期健全化基準・財政再生基準・経営健全化基準）を下回っているからです。

でも、この比率や基準値とはどのようなものか、知らない方も多くいると思います。そこで、市の

比率を表などで示しながらこの比率や基準値などを説明します。

上野原市の財政は大丈夫？

的
に
収
入
し
う
る
1
年
間
の
一
般
財
源
の

合
計
額（
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
）。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

市
の
会
計
全
体
で

赤
字
額
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り

ま
す
。

◆
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
等
を
含
め
た
市
で
執
行
す
る

全
て
の
会
計
の
赤
字
額
の
合
計
、
い
わ
ゆ

る
市
全
体
の
赤
字
額
が
、
標
準
財
政
規
模

に
占
め
る
割
合
で
す
。
実
質
赤
字
比
率
と

同
様
、
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
の
程

度
が
大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
市
全
体
に
お
い

て
も
前
年
度
と
同
様
に
赤
字
で
は
な
く
黒

字
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
該
当
無
し
」
と
な

り
「
－
」
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
？

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

市
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

市市のの健健全全化化判判断断比比率率等等
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
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平成22年度
上野原市
前年度

早期健全化基準
財政再生基準

－

－
13.81
20.00

平成22年度
上野原市
前年度

経営健全化基準

－

－
18.81
35.0

13.6

14.4
25.0
35.0

90.0

103.8
350.0

【表2】⑤資金不足比率 【単位：％】

【表1】健全化判断比率 【単位：％】

◎早期健全化基準…比率が1つでも早期健全化基準を上回ると、財政健全化計画の策定と外部監査
の要求が義務付けられ、計画に基づく財政健全化の取り組みを進めることとな
ります。

◎財政再生基準…比率が財政再生基準を上回ると、上記の早期健全化基準での取り組みに加え、
地方債の借入が一部制限されます。

◎経営健全化基準…早期健全化基準に相当するもので、比率がこれを上回ると経営健全化計画の策
定が義務付けられます。

①実質赤字比率指　　標 ②
連結実質
赤字比率

③
実質公債費比率
（3か年平均）

指　　標 病院事業会計
公共下水道
事業特別会計

簡易水道事業
特別会計

－

－
20.0

③
実
質
公
債
費
比
率

借
金
の
返
済
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

◆
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
一
般
会
計
の

公
債
費（
借
金
の
返
済
額
）や
公
営
企
業
会

計
、
広
域
連
合
お
よ
び
一
部
事
務
組
合
等

の
公
債
費
に
あ
て
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
な
ど
が
標
準
財
政
規
模
を
基
準
と
し

た
額
に
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
比
率
が

高
い
ほ
ど
財
政
の
弾
力
化
が
低
下
し
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

▼
平
成
22
年
度
決
算
で
は
13
・
6
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
よ
り
0
・
8

ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

今
後
、
市
の
負
担
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

◆
「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
一
般
会
計
の
借

金
の
残
高
や
対
象
会
計
へ
の
繰
出
金
見
込

額
な
ど
の
今
後
市
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
額
が
、
標
準
財
政
規
模
を
基
準
と

し
た
額
に
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
比
率

が
高
い
ほ
ど
将
来
世
代
の
負
担
が
多
く
な

り
ま
す
。

▼
平
成
22
年
度
決
算
で
は
90
・
0
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
の
350
％
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
よ
り
13
・
8

ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は
、
公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
表
し
ま

す
。
市
の
公
営
企
業
会
計
に
は
、
病
院
事
業

会
計
と
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
と
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。

表
2
の
と
お
り
、
平
成
22
年
度
の
決
算
に

基
づ
く
⑤
の
資
金
不
足
比
率
は
、
前
年
度
と

同
様
に
資
金
不
足
と
な
る
会
計
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
計
に
剰
余
額
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
該
当
無
し
」
と
な
り
「
－
」
で
表
示
し
て

い
ま
す
。

よ
っ
て
、
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
資
金
不
足
で
な
く
、

財
政
は
健
全
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

◆
「
資
金
不
足
比
率
」
は
、
公
営
企
業
会
計

に
お
け
る
資
金
不
足
額
が
1
年
間
の
営
業

収
入
に
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
比
率
が

高
く
な
る
ほ
ど
料
金
収
入
等
で
資
金
不
足

を
解
消
す
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

市
の
資
金
不
足
比
率
は
？

今
の
と
こ
ろ
、
健
全
化
判
断
比
率
や

資
金
不
足
比
率
か
ら
見
て
も
、
市
の

財
政
は
健
全
の
よ
う
じ
ゃ
な
。
で
も

市
の
財
政
も
厳
し
い
の
が
現
実
。

油
断
は
禁
物
じ
ゃ
。

公表します　市の健全化判断比率等

④将来負担比率

－

－
20.0

－

－
20.0
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市
は
、
表
1
・
2
の
と
お
り
早
期
健
全
化

基
準
お
よ
び
経
営
健
全
化
基
準
を
上
回
っ
た

財
政
指
標
は
1
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
表
3
の
と
お
り
、
実
質
公
債
費
比

率
（
3
か
年
平
均
）
お
よ
び
将
来
負
担
比
率

と
も
に
、
比
率
が
年
々
減
少
し
て
推
移
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
指
標
の
算
定
結
果
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
8
月
に
監
査
委
員
の
審
査
を

受
け
、
そ
の
審
査
結
果
に
基
づ
く
意
見
を
付

し
た
う
え
で
平
成
23
年
9
月
の
定
例
議
会
に

報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
監
査
委
員
か
ら
は

当
該
指
標
に
対
す
る
財
政
状
況
は
良
好
で
あ

る
と
の
意
見
を
受
け
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
事
項
の
中
に
も
今

回
の
指
標
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
市
の
財
政
規

模
に
見
合
っ
た
財
政
計
画
が
必
要
で
あ
る
と

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い

て
も
、
事
業
の
優
先
順
位
や
選
択
な
ど
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

※詳細はホームページをご覧ください。

●問い合わせ 企画課財政担当（蕁62ー3118）

10％ 

12％ 

14％ 

16％ 

18％ 

平成 22年度 平成 21年度 平成 20年度 

60％ 

80％ 

100％ 

120％ 

140％ 

平成 22年度 平成 21年度 平成 20年度 

実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び

将
来
負
担
比
率
の
推
移

対 象 範 囲
団体
区分

一般会計

教育奨励資金特別会計
国民健康保険特別会計
（事業勘定）
国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）
老人保健特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保健特別会計
介護サービス事業特別会計
病院事業会計
公共下水道事業特別会計
簡易水道事業特別会計

普通会計
（一般会計等）

公営事業会計

広域連合（2団体）・一部事務組合（3団体）
地方公社・第三セクター等（該当なし）

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

⑤
資
金
不
足
比
率

※
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
算
定

【参考】健全化判断比率および資金不足比率の対象範囲

うち
公営企業会計

上
野
原
市

会 計 名 等
会計
区分

地 方 財 政 状 況
調査表上の区分

一般
会計

特別
会計

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

実質公債費比率（3か年平均）

将来負担比率

1155..77％％

1144..44％％
1133..66％％

112244..66％％

110033..88％％

9900..00％％

公表します　市の健全化判断比率等

【表3】
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実施医療機関（順不同）
ナツメ外科医院
川原医院
鈴木医院
長田クリニック
山本内科クリニック
山下クリニック
うえのクリニック
西井クリニック
上野原梶谷整形外科
三生会病院
上野原市立病院

上野原市立病院付属秋山診療所

●
対
象
者

①
接
種
当
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
当
日
に
満
60
歳
〜
64
歳
の
方
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
高

度
の
障
害
が
あ
り
、
障
害
者
手
帳
1
級
該

当
者
も
し
く
は
同
程
度
の
障
害
の
あ
る
方

●
実
施
場
所

・
原
則
と
し
て
市
内
の
実
施
医
療
機
関

・
市
外
の
病
院
等
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
保
健
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
受
け
る
前
に
各
実
施
医
療
機
関
に
必
ず
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
負
担
金
　
1
0
0
0
円

●
持
ち
物
　
①
予
診
票（
各
実
施
医
療
機
関
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
お
よ
び
秋
山
支

所
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。）
②
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証
③
負
担
金
1

0
0
0
円
④
保
険
証

●
問
い
合
わ
せ
　
長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

※上野原市立病院・秋山診療所以外の実
施日時は、各実施医療機関にお問い合
わせください。

実 施 日：祝日・年末年始を除く毎週
火・水曜日（受付：午後3時
～3時30分）

予約受付：祝日・休診日を除く月～金
曜日の午後1時～3時

●実施医療機関一覧表
電話番号
62－5252
63－0153
63－1612
63－6110
63－3600
62－6050
66－3690
30－2201
62－6066
62－3355
62－5121

56－2014
実 施 日：祝日・年末年始を除く毎週

月・火・水・金曜日（受
付：午前11時30分～正午）

予約受付：電話で予約してください。

高齢者インフルエンザ
予防接種のお知らせ

1100月月11日日かからら平平成成2244年年11月月3311日日ままでで、、高高齢齢者者イインンフフルルエエンンザザ予予防防接接種種をを実実
施施ししまますす。。（（実実施施期期間間おおよよびび予予約約開開始始日日はは医医療療機機関関にによよっってて異異ななりりまますす。。））
※※今今年年度度ののワワククチチンンはは、、ＡＡ型型ＨＨ11ＮＮ11（（新新型型イインンフフルルエエンンザザ））ＡＡ型型ＨＨ33ＮＮ22（（香香
港港型型））、、ＢＢ型型のの三三株株混混合合イインンフフルルエエンンザザＨＨＡＡワワククチチンンでですす。。

※※イインンフフルルエエンンザザ予予防防接接種種はは義義務務付付けけらられれてていいまませせんんののでで、、希希望望すするる方方ののみみ
接接種種ししててくくだだささいい。。

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・細川

進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

武田

後藤

桜井

※7

※8

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭・※1前田

小林

長坂

高橋

高橋

川村

須田
※6大野（時間制限）

山本

豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　10月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

※3

交代制

水曜日

両角・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

吉田

吉田

※2

戸島

館野

水越

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

長谷部

喜瀬（予約第1週）
山梨大非常勤医師交代

高橋

平良（予約）

高橋

※4

※5大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の金曜日は、第2・4週のみ前田医師が診療を行います。
※2 皮膚科の水曜日は、山口医師が受診を行い、午後1時から3時30分までの受付となります。
※3 整形外科の火曜日は、第2・3週が松原医師、第1・4週が西田医師の診療となります。
※4 整形外科の木曜日は、第2・4週のみ中島医師が診療を行います。
※5 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※6 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに受付した患者様の診療となります。
※7 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※8 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は9月21日現在の予定です。）
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「
中
秋
の
名
月
」
を

眺
め
な
が
ら
・
・

9
月
12
日
は
、「
中
秋
の
名
月
」

で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
澄
ん
だ
青
空
に
冴

え
渡
る
満
月
の
美
し
さ
に
、
し
ば

し
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
い
ろ
い

ろ
な
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
眺
め

て
い
ま
し
た
。

自
然
が
織
り
な
す
四
季
の
移
ろ

い
、
そ
し
て
そ
れ
を
素
直
に
感
謝

の
気
持
ち
で
受
け
入
れ
て
き
た
先

人
の
文
化
、
芸
能
に
改
め
て
日
本

人
の
気
質
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ

た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
年
に
は
、「
春
夏
秋
冬
」の
四

季
が
あ
り
ま
す
。
旧

暦
で
は
「
1
・
2
・

3
月
」が
春
、「
4
・

5
・
6
月
」
が
夏
、

「
7
・
8
・
9
月
」
が
秋
、「
10
・

11
・
12
月
」
が
冬
と
三
か
月
ご
と

に
季
節
は
変
わ
り
、
さ
ら
に
そ
れ

ぞ
れ
の
季
節
に
属
す
る
月
に
は
、

「
初
・
中
・
晩
」
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
季
節
の
細
分
化
か
ら
、

「
八
月
」
は
、
秋
の
真
ん
中
で
「
中

秋
」、
ま
た
は
「
仲
秋
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
旧
暦
は
、
太
陰
暦
の
一
種

で
す
か
ら
、
日
付
が
空
の
月
の
満

ち
欠
け
の
具
合
に
よ
く
対
応
し
て

お
り
、
月
の
半
ば
で
あ
る
15
日
の

夜
の
月
は
、
必
ず
満
月
か
満
月
に

近
い
丸
い
月
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
が
「
十
五
夜
の
月
」
＝

「
満
月
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

長 室
だ
よ
り

市
「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

※
こ
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
は
、
陳

情
等
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

●
日
時

10
月
25
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

中
秋
の
夜
に
澄
ん
だ
秋
空
に
の

ぼ
る
こ
の
丸
い
月
は
、
や
が
て

「
中
秋
の
名
月
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
を
観
賞
す
る
習

慣
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

秋
は
収
穫
の
季
節
で
も
あ
り
そ

の
年
の
収
穫
物
を
月
に
供
え
る
習

慣
が
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
月
見
団
子
を
供
え
る
の
も
、

遠
い
昔
に
芋
を
供
え
た
風
習
の
変

形
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
家
は
、
こ
の
9
月
12
日
の

「
中
秋
の
名
月
」に
、
す
す
き
を
飾

り
月
見
団
子
を
供
え
、
ひ
と
と
き

の
風
情
を
家
内
と
一
緒
に
堪
能
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
「
中
秋
の

名
月
」
を
ど
う
観
賞
さ
れ
た
で
し

ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
の

四
季
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
感
じ

て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
4
回
目
と
な
る
「
飛
び
出
せ
、

市
長
室
!!
」
は
、
8
月
19
日
、
藤

尾
集
会
場
で
行
わ
れ
た
「
藤
尾
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
に
市

長
が
お
伺
い
し
、
参
加
者
と
意
見

交
換
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

「
新
病
院
建
設
の
進
捗
状
況
を
教

え
て
欲
し
い
」「
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

飛
び
出
せ
市
長
室
は
、
お
伺
い

し
た
意
見
を
市
政
運
営
の
一
助
と

し
て
活
用
し
、
み
な
さ
ん
と
市
政

に
関
す
る
相
互
理
解
を
深
め
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
み
な
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
訪
問
し
ご
意
見
を
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
!!
」

▲藤尾ふれあいいきいきサロンのみなさんと気兼ねなく意見交換

する江口市長

市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り
な
ど
に
市

長
が
直
接
お
伺
い
し
、
日
ご
ろ
の

活
動
を
拝
見
し
な
が
ら
意
見
交
換

す
る
「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
!!
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp
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男女共同参画・基礎講座報告
4月に「男女共同参画・基礎講座」が、甲府のぴゅあ
総合研修所で開催されました。この講座は、男女共同参
画実現の大きな障害のひとつとして、みなさんの意識の
中に長い時間をかけて作られてきた、「性別にもとづく
固定的な役割分担意識」があるという内容の講座です。
この講座で説明があった内容を報告します。
まず、これまでの「男だから～、女だから～」という
意識・考え方がそれぞれの生き方や暮らしに、どう影響
しているか見ていきましよう。
「主に夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」と
いう意識・考え方などの結果、次のような現象が起こっ
ています。
○ある県の60歳～84歳の高齢者の5年間の継続調査の死
亡確率は、男性で妻がいない人を1とすると、いる人
が0.46。女性で夫がいない人を1とすると、いる人が

2.02の死亡率
○男性が家族介護をして、最も困っていることは炊事
○毎年約3万人の自殺者がいるが、その70％が男性
このような結果から、みなさんは、どう思われるでし

ょうか？悲しい結果だと思いませんか？
次に、「男だから～、女だから～」という意識・考え

方の例を紹介します。
○「女の子だからこっちの赤い服が可愛いよ」
○「男の子なんだから転んだくらいで泣くんじゃないの」
○「若いんだから～」など
このように無意識のうちに固定的役割分担意識が養わ

れてしまっていると思いませんか？それぞれの人が相互
の協力と社会の支援の下に、役割を分担していくことが
求められています。女性と男性が一緒に考え一緒に決め
る。ひとりの人間として尊重され、自分の力を発揮でき
る。自分らしく生きられる。そうしてこそ個人の持って
いる能力を活かせ、その結果として社会の総合力も上が
り男女共同参画社会が実現するものと思います。

●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）
（上野原市男女共同参画推進委員会）

市長への手紙

市市でではは、、市市役役所所正正面面玄玄関関とと教教育育委委員員会会窓窓口口にに、、市市長長へへのの手手紙紙ボボッッククススをを設設置置ししまま
ししたた。。ここれれはは、、市市民民ののみみななささんんかかららのの市市へへのの要要望望ややごご意意見見をを伺伺ううたためめにに設設置置ししたたもも
ののでですす。。市市にに対対ししててごご意意見見やや要要望望ががああるる方方はは、、ボボッッククススのの脇脇にに置置いいててああるる要要望望用用紙紙
にに、、ごご意意見見をを記記入入しし投投函函ししててくくだだささいい。。ここののボボッッククススにに投投函函ししたた要要望望ややごご意意見見はは、、
直直接接、、市市長長ののももととににととどどきき、、改改善善すするる必必要要ががああるる場場合合はは改改善善しし、、市市政政運運営営のの一一助助とと
ななるるももののはは、、積積極極的的にに取取りり上上げげてていいききまますす。。気気軽軽ににごご意意見見ををおお寄寄せせくくだだささいい。。
ななおお、、ここれれままででにに投投稿稿さされれたた手手紙紙ののななかかかからら、、主主ななももののをを紹紹介介ししまますす。。今今後後もも引引

きき続続きき、、おお寄寄せせいいたただだいいたたごご意意見見をを広広報報誌誌でで紹紹介介ししてていいききまますす。。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

・
手
紙
の
内
容

上
野
原
市
が
市
に
な
っ
て

数
年
た
つ
が
、
火
葬
場
が
昔
の
ま
ま
で
あ

る
。
ト
イ
レ
も
不
便
で
手
を
拭
く
と
こ
ろ

も
な
い
。
流
し
も
古
く
て
蜘
蛛
の
巣
等
も

目
に
付
く
。
も
う
少
し
良
く
な
る
こ
と
を

希
望
す
る
。

・
返
答
内
容

当
施
設
は
、
昭
和
55
年
の
増

改
築
後
31
年
が
経
過
し
、
施
設
・
設
備
の

老
朽
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
経
常
的

な
維
持
管
理
に
苦
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
回
の
ご
指
摘
を
受
け
、
生
活
環
境

課
で
は
、
状
況
調
査
を
行
い
、
本
年
度
予

定
し
て
い
る
修
繕
と
併
せ
て
、
ト
イ
レ

（
便
座
の
交
換
・
手
す
り
の
設
置
）、
炊
事

場
、
控
え
室
の
畳
の
表
替
え
等
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。
清
掃
な
ど
日
常
的
な

管
理
に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者
に
指
導
を

行
い
徹
底
を
図
り
ま
す
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル
の
会
か
ら
「
市
長
へ
の
手
紙
」
ボ

ッ
ク
ス
に
か
ぶ
せ
る
手
作
り
カ
バ
ー
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.62
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
た
リ
サ

イ
ク
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
る
製
品

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
お
引

き
取
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
決
め
ら

れ
た
方
法
に
よ
り
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
い
ず
れ
の
リ
サ
イ

ク
ル
も
有
料
に
な
り
ま
す
の
で
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
》

●
対
象
製
品

テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
、
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ

式
）・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫（
冷

凍
庫
）・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥

機
●
処
分
方
法

販
売
店
ま
た
は
市

内
の
各
家
電
販
売
店
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

《
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
》

●
対
象
製
品

家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
パ
ソ
コ
ン
本
体
と
付
属
品

（
周
辺
機
器
を
除
く
）

●
処
分
方
法

製
造
メ
ー
カ
ー
の

回
収
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
事
業
系
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
別
途

定
め
ら
れ
た
方
法
で
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

※
製
造
メ
ー
カ
ー
等
が
不
存
在
の

場
合
や
自
作
パ
ソ
コ
ン
等
も
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ

ン
3
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー（
蕁
0

3
―

5
2
8
2
―

7
6
8
5
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

新
規
活
動
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

「
う
え
の
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の

会
」
は
、「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
・
活

か
せ
ば
資
源
」
を
合
言
葉
に
平
成

2
年
11
月
市
内
在
住
の
主
婦
た
ち

が
集
ま
っ
て
立
ち
上
げ
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
い
間
、

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
23
年
7
月
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク

ル
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
活
動
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
各
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

実
施
状
況
》

●
実
施
回
数

41
回

●
出
店
者
数

2
0
6
8
店

●
寄
附
金
合
計

1
3
3
万
8
9

8
8
円

●
寄
附
金
送
り
先

上
野
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
上
野
原
福
祉

作
業
所
（
わ
か
ば
）、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
子
ど
も
基
金
、
ユ
ニ

セ
フ
、
中
国
残
留
孤
児
援
護
基

金
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

《
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

実
施
状
況
》

●
実
施
回
数

35
回

●
参
加
延
べ
人
数

7
6
5
4
人

●
回
収
の
総
量

1
2
0
6
8
ｔ

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
担
当
（
蕁
62

―

5
3
5
3
）

社
会
福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会

に
ん
じ
ん
ホ
ー
ム
・
上
野
原

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

社
会
福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会

で
は
、
市
の
介
護
保
険
事
業
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
た
施
設
と
し
て

「
に
ん
じ
ん
ホ
ー
ム
・
上
野
原
」
を

9
月
12
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
9
月
18
日
に
は
、
内
覧
会
を

開
催
し
地
域
の
み
な
さ
ん
を
招
い

て
施
設
見
学
や
介
護
相
談
、
介
護

予
防
体
操
な
ど
を
行
い
地
域
の
み

な
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
に
ん
じ
ん
ホ
ー
ム
・
上

野
原
で
は
、
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

と
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の

2
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
施
設
見
学
を
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人

に
ん
じ
ん
の
会
に
ん
じ
ん
ホ
ー

ム
・
上
野
原
（
蕁
62
│

6
2
2

2
）

身
体
障
害
者
補
装
具
等

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

障
害
者
相
談
所
で
は
、身
体
障

害
者
補
装
具
等
巡
回
相
談
を
開
催

予
定
で
す
。詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
開
催
日

平
成
24
年
3
月
21
日

（
水
）（
予
定
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

◆平成7年5月に開催したフリーマーケッ

トの様子

▲9月12日にオープンしたにんじん
ホーム・上野原の外観

▲にんじんホームの職員が施設見学
者に施設内を丁寧に説明する様子



★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※車でお越しの方は、旧役場跡地に駐車してくだ
さい。
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★子宮頸がん予防ワクチンの公費助成に
新しいワクチンが追加
これまで子宮頸がん予防ワクチンの公費助成対
象は、2価ワクチン（サーバリックス）のみでした
が、平成23年9月15日から4価ワクチン（ガーダシル）
が公費助成対象に追加されました。
詳細については、お問い合わせください。
※ワクチンの供給状況は、医療機関により異なり
ますので、予約するときにご確認ください。
※2価のワクチンを1回または2回接種した後に、4
価ワクチンを接種することはできません。この
ような場合の有効性および安全性は、確認され
ていないため、助成の対象となりません。
※ワクチンの詳細については、製造販売会社のホ
ームページを参照してください。
・2価ワクチン（サーバリックス）製造会社
・4価ワクチン（ガーダシル）製造会社

★秋期小児まひ（ポリオ）予防接種

予約は不要ですが、会場の都合上、なるべく指
定された日に受けてください。ただし、兄弟で接
種する方がいる場合および指定された日に特段の
理由で都合が付かない場合は、指定日以外に受け
ることも可能です。しかし、ワクチンを用意する
必要がありますので、前日までに保健センターへ
ご連絡ください。
◎場　　所 上野原市立病院4階
◎受付時間 午後1：15～1：40
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、体温計

★歯周疾患検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1

日までに次の年齢になる方　
40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳

◎検 診 料 800円
◎医療機関 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★乳幼児健診（10/1～11/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 10月24日（月）予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前のお子さんと保護

者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★肺がん検診のご案内
今年度は、市の重点項目として肺がん検診を追

加して実施しています。今年度肺がん検診を受け
ていない方はこの機会をご利用ください。
なお、肺がん検診は婦人科検診と同日実施とな

りますが、婦人科検診はすでに申込みを終了して
いますのでご了承ください。
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1日

までに30歳以上になる方　
※今年度、市の結核検診や集団検診、
人間ドックで肺がん検診を受診され
ている方は受診できません。

◎日　　時 10月12日（水）・14日（金）
午後1：30～3：00

◎費　　用 加入している健康保険によって違い
ます。

◎会　　場 島田コミュニティセンター
◎持 ち 物 健康保険証、自己負担金
◎申 込 み 不要（時間内にお越しください）
※車でお越しの方は桂川野球場駐車場をご利用ください。

3歳児

3～4か月児

9～10か月児
1歳6か月児

2歳児健診

幼 児
歯 科 検 診
3 歳 児

該当児
平成23年4月25日～6月6日生
平成23年6月7日～7月17日生
平成22年11月16日～12月27日生
平成22年3月1日～4月12日生
平成21年7月1日～7月31日生
平成21年8月1日～9月30日生
平成22年3月1日～5月31日生
平成20年7月1日～10月3日生

実施日
10月 5日（水）
11月 2日（水）
10月 5日（水）
10月28日（金）
10月19日
（水）
10月19日
（水）

午前
午後
午前
午後

11月 7日（月）平成20年5月16日～6月30日生

実施日
10月 6日（木）
10月13日（木）
10月21日（金）

13 広報うえのはら　平成23年10月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

該当児
平成22年4月1日～7月31日生
平成22年8月1日～12月31日生
平成23年1月1日以降生

自己負担金
無料

300円

健康保険
上野原市国民健康保険および
後期高齢者医療保険　加入者
上記以外の保険加入者
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当
（
蕁
62
│

3
4
0

9
）

私
立
幼
稚
園
園
児
募
集

市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
平
成

24
年
度
園
児
の
募
集
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

●
願
書
配
布

10
月
1
日（
土
）〜

●
願
書
受
付

11
月
1
日（
火
）〜

※
詳
細
は
各
幼
稚
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
幼
稚
園

（
蕁
63
│

0
5
1
2
）、
羽
佐
間

幼
稚
園
（
蕁
63
│

0
5
7
3
）、

島
田
幼
稚
園
（
蕁
62
│

5
2
5

3
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

10
月
5
日（
水
）、12
日

（
水
）、19
日（
水
）、26
日（
水
）、
11

月
2
日（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
第
2
、
4
週

の
午
前
11
時
〜
正
午
）」を
開
設

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

第
6
回
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す

上
野
原
市
文
化
協
会
で
は
、
文

化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
開
催
日

11
月
3
日（
祝
）〜
11

月
6
日（
日
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
開
催
日
程

・
開
会
式

11
月
3
日（
祝
）午
前

10
時
〜
11
時

《
舞
台
部
門
》

◎
11
月
3
日（
祝
）午
後
1
時
〜

・
芸
能
部

・
日
本
舞
踊

・
小
学
生
体
験
活
動
参
加
者
発
表

・
清
流
太
鼓
発
表

◎
11
月
5
日（
土
）午
後
1
時
〜

・
上
野
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

・
コ
ー
ラ
ス
部
演
奏

・
上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏

・
文
化
協
会
吹
奏
楽
部
演
奏

◎
11
月
6
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
10
時
30
分

・
箏
曲
部
演
奏

午
前
10
時
40
分
〜
午
後
0
時
30

新
入
学
予
定
者
就
学
時

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
平

成
17
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
予
定
の
各

小
学
校
で
就
学
時
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
に
は
、
各
学
校
か
ら
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
通
知
書
が
届
か

な
い
、
指
定
さ
れ
た
日
で
は
都
合

が
悪
い
な
ど
の
場
合
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
・
受
付
時
間

・
上
野
原
西
小

10
月
11
日（
火
）

午
後
0
時
50
分
〜
1
時
00
分

・
島
田
小

10
月
27
日（
木
）午
後

0
時
50
分
〜
0
時
55
分

・
上
野
原
小

10
月
28
日（
金
）午

後
1
時
00
分
〜
1
時
30
分

・
西
原
小

10
月
27
日（
木
）午
後

1
時
15
分
〜
1
時
30
分

・
秋
山
小

10
月
13
日（
木
）午
後

0
時
50
分
〜
1
時
00
分

分
・
朗
読
（
上
野
原
朗
読
の
会
有
志
）

・
オ
カ
リ
ナ
演
奏（
オ
カ
リ
ナ
の

会
）

午
後
1
時
00
分
〜

・
第
2
芸
能
部
、
日
本
舞
踊

《
展
示
部
門
》

◎
開
場
時
間
　
11
月
3
日（
祝
）

午
前
11
時
〜
、
11
月
4
日
（
金
）

〜
6
日（
日
）午
前
9
時
30
分
〜

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階

一
般
参
加
者
作
品
展
示
、
小
学

生
体
験
活
動
参
加
者
作
品
展
示

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階

写
真
、
俳
句
、
短
歌
、
俳
画
、

書
道
、
上
野
原
中
学
校
美
術
部

（
廊
下
）

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階

《
3
日
》絵
画
、水
墨
画
、呈
茶

草
木
染
、
編
み
物

《
5
日
》囲
碁

《
6
日
》将
棋（
和
室
）

《
秋
山
元
気
文
化
祭
》

●
開
催
日

11
月
3
日（
祝
）午
前

10
時
〜
午
後
2
時
30
分

●
場
所

秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
●
内
容

「
母
」
を
テ
ー
マ
に
展

示
等
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
文
化

協
会
会
長
長
坂
幸
夫（
蕁
62
│

5

4
0
5
）、
秋
山
文
化
協
会
事

務
局
佐
藤
孝
延（
蕁
0
9
0
│

7

2
7
5
│

0
3
7
3
）、
市
教
育

委
員
会
教
育
学
習
課
社
会
教
育

担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

生
き
が
い
バ
ス
参
加
者
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
き
が
い

バ
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
25
日（
火
）午
前
8

時
30
分
集
合
出
発
、
午
後
5
時

解
散
予
定

※
渋
滞
な
ど
で
解
散
予
定
時
間
が

遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
集
合
場
所

市
役
所
前
庭

●
行
き
先

静
岡
県
島
田
市
バ
ラ

の
丘
公
園
な
ど

●
対
象
者

市
内
に
居
住
し
て
い

て
、
同
一
敷
地
内
ま
た
は
同
一

区
に
親
族
が
い
な
い
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

●
参
加
料

一
人
1
千
円

●
定
員

1
2
0
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●
申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て

担
当
民
生
委
員
ま
た
は
市
社
会

福
祉
協
議
会
、秋
山
支
所
、各
出

張
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
　
10
月
11
日（
火
）

〜
18
日（
火
）（
土
日
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社

会
福
祉
協
議
会
（
蕁
63
│

0
0

0
2
）



市では、広報うえのはらの主な内容をメールで配信
する「広報うえのはらメールマガジン」サービスを始
めました。
メール配信を希望される方は、下のＱＲコードから
登録手続きをお願いします。パソコンからの登録方法
は市ホームページをご確認ください。
なお、配信する情報は、広報うえのはらの主な内容
となります。詳しい内容は、広報うえのはらもしくは
市ホームページをご覧ください。また、配信メールは
月一回月初めに送信します。

①お手持ちの携帯電話から次のＱＲコードを読み取り、
登録画面の「メールアドレス」欄に受信するメール
アドレスを入力し「進む」をおしてください。
②登録したメールアドレスに、仮登録の「やまなしく
らしねっと登録確認メール」が送付されます。メー
ル本文中に記載されているＵＲＬより本登録の手続
きを行ってください。
③本登録画面で再度メールアド
レスを入力し、「再信申込」ボ
タンを押してください。
④登録完了
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無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

市
で
は
、
消
費
生
活
等
に
係
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
11
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容

①
消
費
生
活
関
連（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
1
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
・
②
と
も
に
各
3
人
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間

10
月
27
日（
木
）

〜
11
月
9
日（
水
）
先
着
順

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1

4
）

第
4
回
「
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す

「
上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
」

は
、
演
芸
・
演
奏
・
演
舞
等
に
携

わ
っ
て
い
る
市
民
の
発
表
会
で

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

10
月
16
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
多
目
的

ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料

●
内
容

オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
管

楽
器
カ
ラ
オ
ケ
、
新
舞
踊
、
練

功
十
八
法
、ピ
ア
ノ
演
奏
、
社

交
ダ
ン
ス
、
車
い
す
ダ
ン
ス
他

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
実
行
委
員
長
高
橋
茂

（
蕁
62
│

4
5
4
6
）

第
7
回
上
野
原
市
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

市
で
は
、
第
7
回
上
野
原
市
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
感
じ
て

い
る
あ
な
た
、
仲
間
と
一
緒
に
気

軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

10
月
30
日
（
日
）
午
前

8
時
30
分
集
合
（
午
前
9
時
開

会
式
）、
午
後
1
時
終
了
予
定

●
集
合
場
所

島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

●
募
集
人
員

30
組（
2
〜
4
人

1
組
）

●
参
加
費

無
料

●
持
ち
物

腕
時
計
・
筆
記
用

具
・
雨
具
・
昼
食

●
そ
の
他

豚
汁
・
飲
み
物
が
で

ま
す
。

●
申
込
期
間

10
月
3
日（
月
）

〜
17
日（
月
）、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当
（
蕁
62
―

3
4
0

9
）（
蕭
63
―

4
7
7
2
）

広報うえのはら
メールマガジン

▲広報うえのはら

ＱＲコード

《携帯電話での登録方法》》

●問い合わせ
企画課政策推進担当（蕁62―3118）
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全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

と
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
日

山
梨
県
警
察
本
部
で
は
、
10
月

11
日（
火
）か
ら
20
日（
木
）
ま
で
の

10
日
間
を
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

期
間
と
定
め
、
県
や
市
町
村
、
自

主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
防

犯
協
会
等
の
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
安
全

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
地
域
安
全
運
動
の

初
日
は
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
日
」と
し
て
、
そ
の
推
進

機
運
を
普
及
・
向
上
さ
せ
る
た

め
、
山
梨
県
、
山
梨
県
防
犯
協
会

等
の
地
域
安
全
に
関
わ
る
関
係
機

関
・
団
体
と
合
同
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
み
ん
な
で
築

こ
う
　
安
全
・
安
心
　
や
ま
な

し
け
ん
」

●
運
動
重
点
項
目

・
万
引
き
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ

イ
の
盗
難
防
止

・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪

の
防
止

・
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
な

ど
《
平
成
23
年
度
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
山
梨
県
民
大
会
》

山
梨
県
警
察
本
部
で
は
、
平
成

23
年
度
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
山
梨
県
民
大
会
を
開
催
し
ま

す
。地

域
か
ら
犯
罪
を
な
く
し
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
全
国
地

域
安
全
運
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
開
催
日

10
月
14
日
（
金
）

●
場
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

※
時
間
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
警
察
本

部
生
活
安
全
企
画
課（
蕁
0
5

5
│

2
3
5
│

2
1
2
1
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

次
の
各
種
手
当
に
つ
い
て
、
現

在
受
給
資
格
の
認
定
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
に
中
度
以
上
で
永
続
す
る
障

害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
母
等

●
支
給
額（
月
額
）

・
1
級
　
5
万
7
5
0
円

・
2
級
　
3
万
3
8
0
0
円

●
支
給
制
限

施
設（
通
園
施
設

を
除
く
）に
入
所
し
た
場
合
や

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
に
重
度
の
永
続
す
る
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

20
歳
未
満
の
児
童

●
支
給
額（
月
額
）

1
万
4
3
3
0
円

●
支
給
制
限

支
給
対
象
児
が
障

害
を
事
由
と
す
る
年
金
等
の
給

付
を
受
け
て
い
る
と
き
や
、
施

設
等
に
入
所
し
た
場
合
、
ま
た

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
特
別
障
害
者
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
が
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
た
め
、日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の

方
●
支
給
額（
月
額
）

2
万
6
3
4
0
円

●
支
給
制
限

施
設
等
に
入
所
し

た
場
合
や
3
か
月
以
上
入
院
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
所
得
制
限

に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

重
度
の
心
身
障
害
を
も
つ
方
の
医

療
費
の
一
部
（
入
院
時
食
事
療
養

費
標
準
負
担
額
を
除
く
）
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級

の
所
持
者

・
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
・
2
級
の
所
持
者

・
国
民
年
金
法
1
級
・
2
級
と
同

等
程
度
（
特
別
児
童
扶
養
手
当

1
級
・
2
級
の
対
象
児
童
を
含

む
）の
障
害
あ
る
方

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

甲
州
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

開
催
の
お
知
ら
せ

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
上
野
原
駅

開
業
110
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「
甲
州
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を

開
催
し
ま
す
。

参
加
す
る
場
合
は
、
事
前
の
申

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
の
駅
に
あ

る
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
か
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

10
月
22
日（
土
）

※
雨
天
決
行
（
荒
天
時
中
止
）

※
要
受
付
（
午
前
9
時
〜
10
時
40

分
）
上
野
原
駅
特
設
ブ
ー
ス

●
コ
ー
ス

上
野
原
駅
〜
牛
倉
神

社
〜
鶴
川
宿
碑
〜
大
椚
一
里
塚

跡
〜
吾
妻
神
社
〜
長
峰
の
砦
跡

〜
犬
嶋
神
社
〜
大
野
貯
水
池
〜

四
方
津
駅

※
歩
行
距
離
は
約
13
㎞
で
、
歩
行

時
間
は
約
3
時
間
30
分
（
見
学

時
間
等
除
く
）で
す
。

●
申
込
期
限
　
10
月
19
日（
水
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｒ

東
日
本
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

事
務
局
」（
蕁
03
│

5
7
1
9
│

3
7
7
7
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
s
://w

w
w
.jre
a
s
t.c
o

.jp
/h
ik
in
g
/

ど
ろ
ぼ
う
捜
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

最
近
、
出
店
荒
ら
し
や
空
き
巣

な
ど
が
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
110
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
警
察
本

部
捜
査
第
一
課（
蕁
0
5
5
│

2

3
5
│

2
1
2
1
）
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広
　
　
告

水越　海さん齋藤聖也さん

8月19日～21日、群馬県で行われた
第19回全国中学生空手道選手権大会
で、日本航空高校附属中学校3年の齋
藤聖也さんが、男子個人組手でみご
と優勝を果たしました。

第第1199回回全全国国中中学学生生空空手手道道
選選手手権権大大会会優優勝勝

第第3388回回全全日日本本中中学学校校陸陸上上
競競技技選選手手権権大大会会準準優優勝勝

8月21日、奈良県で行われた第38回
全日本中学校陸上競技選手権大会男
子走高跳で、上野原中学校3年の水越
海さんが、1ｍ93の好記録で準優勝を
果たしました。

富田飛鳥さん

第第3300回回関関東東ブブロロッッククススポポーーツツ
少少年年団団競競技技別別交交流流大大会会
空空手手道道競競技技優優勝勝

7月31日、群馬県で行われた第30回
関東ブロックスポーツ少年団競技別
交流大会空手道競技で、富田飛鳥さ
んが、6年生女子形でみごと優勝を果
たしました。

第第3388回回全全国国高高等等学学校校
空空手手道道選選手手権権大大会会33位位入入賞賞

7月30日～8月2日、青森県で行われ
た第38回全国高等学校空手道選手権
大会で、日本航空高校3年の大隅愛斗
さんが、男子個人組手で3位入賞を果
たしました。

第第3399回回山山梨梨県県少少年年少少女女
空空手手大大会会団団体体対対抗抗優優勝勝

8月12日、小瀬武道館で行われた第39回山梨県少年少女空手大
会で、上野原スポーツ少年団が団体対抗の部でみごと優勝し、4
連覇を果たしました。
また、男子小学6年個人形の部と組手では、加藤流星さんが
優勝し、女子小学6年個人形の部では、富田飛鳥さんが優勝。女
子小学個人組手では、守屋みなみさんが優勝を果たしました。

大隅愛斗さん

市長に優勝報告する上野原スポーツ少年団

輝け!! 上野原の星
このコーナーでは、上野原市在住の方や出身者で、山梨県大会優勝や全国大会出場などの成績を納めた方、人命
救助や各種の功績が認められ叙勲などを受けた方など、「輝いている上野原の星」を紹介します。もし、みなさん
の周りに「上野原の星」がいましたら、ご連絡ください。
なお、掲載には一定の基準があり、場合によって掲載ができないことがあります。また、紙面の都合上、顔写真
の紹介ができない場合もありますので、ご了承ください。●問い合わせ 企画課政策推進担当（蕁62―3118）

●応募・問い合わせ　企画課政策推進担当（蕁62－3118）

市では、広報うえのはらと市ホームページに掲載する広告を
募集しています。募集する広告は、公序良俗に反しないもの
など、一定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
詳細については、お問い合わせください。
なお、広報うえのはらに掲載する掲載規格は、左の広告と同
じ大きさが1枠となります。（一枠　縦45.5㎜、横85㎜）
お間違いのないようご注意ください。

2011年　新市町村振興宝くじ

オータムジャンボ宝くじ
☆1等・前後賞あわせて2億5千万円☆

●発売期間　 9月26日（月）～10月14日（金）
●抽せん日　10月21日（金）
※この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、

高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。



お
め
で
た

お
く
や
み

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

NO.1

巌
地
区

小
俣
蓮
翔

れ
ん
と

（
佑
樹
）、
荒
井
優ひ
ろ（

隆
）、

佐
藤
圭け

い（
一
郎
）

上
野
原
地
区

飯
島
未
來

み

く

（
光
雄
）、
大
神
田
匠
た
く
み

（
祐
一
郎
）、
森
楓
仁
ふ
う
じ
ん（

祐
樹
）、中
嶋

那
歩

な

ほ

（
清
仁
）

秋
山
地
区

原
田
ゆ
り
か
（
保
則
）、
藤
本
葉
月

は
づ
き

（
真
雄
）、
杉
本
結ゆ
い（

佳
正
）

巌
地
区

小
林
功
治
＝
伊
藤
碧

大
目
地
区

原
田
三
郎
（
和
江
）、
長
谷
川
孝
文

（
英
信
）、
一
ノ
宮
敏
子
（
征
照
）

甲
東
地
区

白
倉
三
男
（
相
川
益
己
）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
制
度

Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
等
に
係
る

治
療
は
、
月
々
の
医
療
費
が
高
額

に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
医
療
費

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者
　
県
内
在
住
の
方
で
、

Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
、

ま
た
は
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治

療
を
受
け
ら
れ
る
方

●
助
成
内
容
　
診
療
費
、
薬
剤
費
、

入
院
費
な
ど
の
個
人
負
担
の
上

限
を
収
入
に
応
じ
て
月
額
1
万

円
ま
た
は
2
万
円
と
し
、
残
り

の
費
用
を
国
と
県
が
負
担
し
ま

す
。

●
助
成
期
間
　
原
則
1
年

※
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
助
成
の

認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
等
、
主
治
医
と
よ
く
相

談
の
う
え
、
本
制
度
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
制
度
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
5
）

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
8
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

10
月
は

臓
器
移
植
普
及
月
間
で
す

臓
器
移
植
は
、
心
臓
、
肝
臓
、

肺
、
腎
臓
な
ど
の
臓
器
が
機
能
し

な
く
な
っ
た
り
、
生
命
の
危
険
に

脅
か
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
唯

一
の
医
療
で
す
。

移
植
で
し
か
治
療
で
き
な
い
人

を
救
う
に
は
、
死
後
に
臓
器
を
提

供
し
て
も
よ
い
と
い
う
み
な
さ
ん

の
善
意
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。自

分
が
脳
死
と
判
定
さ
れ
た
と

き
に
誰
か
の
命
を
救
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
が
臓
器
提
供
で
す
。

《
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
方
法
》

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
意
思
表
示

窓
口
に
よ
る
意
思
表
示
登
録

②
意
思
提
供
表
示
カ
ー
ド
お
よ
び

意
思
表
示
シ
ー
ル
へ
記
入

③
被
保
険
者
証
や
運
転
免
許
証
の

裏
面
欄
へ
記
入

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 大神田 かりん
　 　 　

ちゃん（2歳5か月）

匠
たくみ

くん（0歳3か月）
祐一郎さん里佳さんの長女・長男

“いつまでも仲良しな姉弟でいてね☆”

巌地区 関原 愛
かな

ちゃん（6歳2か月）

晴海
なるみ

くん（2歳10か月）
健治さん美帆さんの長女・長男

“夢をかなえられる人になれます様に”



◇
『
パ
リ
の
黙
示
録
』

真
梨
幸
子
／
著
　
徳
間
書
店

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
二
十
一
年

前
。
若
く
美
し
い
貴
公
子
・
サ

ド
侯
爵
が
暴
行
事
件
で
訴
え
ら

れ
た
日
、
侯
爵
の
醜
聞
相
手
だ

っ
た
娼
婦
ジ
ャ
ン
ヌ
が
惨
殺
死

体
で
発
見
さ
れ
た
。

◇
『
ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
』

ジ
ョ
セ
フ
・
オ
ニ
ー
ル
／
著

古
屋
美
登
里
／
訳
　
早
川
書
房

二
千
二
年
、
妻
子
と
別
れ
ひ

と
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
す

ハ
ン
ス
。
ふ
と
し
た
き
っ
か
け

で
少
年
時
代
に
親
し
ん
だ
ク
リ

ケ
ッ
ト
を
再
開
し
た
が
・
・
。

児

童

書

◆
『
遠
く
不
思
議
な
夏
』

斉
藤
洋
／
作
　
偕
成
社

◆
『
プ
ラ
テ
ー
ロ
と
わ
た
し
』

Ｊ
・
Ｒ
・
ヒ
メ
ネ
ス
／
著
　
長

新
太
／
絵
　
理
論
社

◆
『
ペ
テ
フ
レ
ッ
ト
荘
の

プ
ル
ッ
ク
』
上
・
下

ア
ニ
ー
・
Ｍ
・
Ｇ
・
シ
ュ
ミ
ッ

ト
／
作
　
フ
ィ
ー
プ
・
ヴ
ェ
ス

テ
ン
ド
ル
プ
／
絵
　
岩
波
書
店

◆
『
ヒ
ッ
ト
商
品
研
究
所
へ

よ
う
こ
そ
！
』

こ
う
や
ま
の
り
お
／
著
　
講
談

社
◆
『
親
子
の
た
め
の

地
震
イ
ツ
モ
ノ
ー
ト
』

地
震
イ
ツ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

一

般

書

◇
『
星
火
瞬
く
』

葉
室
麟
／
著
　
講
談
社

幕
末
、
横
浜
の
地
に
降
り
立

っ
た
ロ
シ
ア
の
大
革
命
家
に
、

日
本
の
革
命
家
た
ち
は
吸
い
寄

せ
ら
れ
て
い
く
。

◇
『
紅
梅
』

津
村
節
子
／
著
　
文
藝
春
秋

癌
に
冒
さ
れ
、
徐
々
に
衰
弱

し
て
い
っ
た
「
夫
」
は
、
自
ら

の
死
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に

な
る
。
一
年
半
に
わ
た
る
作

家
・
吉
村
昭
の
闘
病
と
死
を
、

作
家
で
も
あ
る
妻
が
冷
静
な
筆

で
描
く
。

◇
『
パ
パ
は
今
日
、
運
動
会
』

山
本
幸
久
／
著
　
筑
摩
書
房

青
空
の
下
カ
キ
ツ
バ
タ
文
具

の
社
内
運
動
会
が
開
か
れ
た
。

ご
ま
す
り
男
も
泣
き
虫
も
不
倫

男
も
、
み
ん
な
い
つ
も
と
ち
ょ

っ
と
違
う
。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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巌
地
区

上
村
ち
か
よ
（
光
男
）、
小
俣
一
郎

（

雄
）、
大
神
田
喜
知
（
直
樹
）、

畠
山
朝
雄
（
尚
也
）、
木
下
昌
子

（
勉
）、
木
口
好
子
（
一
男
）

大
鶴
地
区

志
村
志
な
子
（
一
男
）

島
田
地
区

小
俣
　
と
子（
和
也
）、山
本
た
ね
子

（
安
藤
鈴
子
）

上
野
原
地
区

奈
良
俊
昭
（
俊
夫
）、
細
川
　
よ

（
誠
男
）、
白
鳥
宗
男
（
和
昭
）、
田
中

秀
治
（
洋
一
）、
大
神
田
壽
子（
正
）、

石
　
義
春
（
英
司
）、
内
田
大
一

（
松
江
）、
山
口
公
正
（
志
子
）、
大
房

孝
行
（
速
水
孝
恵
）

棡
原
地
区

城
戸
一
夫
（
英
一
）、
屋
八
十
八

（
保
）

西
原
地
区

白
鳥
好
一
（
孝
雄
）、
舩
木
米
子

（

橋
み
つ
江
）、
横
瀬
辰
彌

（
弥
一
郎
）、
長
田
　
男
（
助
成
）

秋
山
地
区

小
俣
玄
治
（
貴
久
）、
森
久
保
正
方

（
坂
本
篤
）、
佐
藤
光
彦
（
昌
利
）、

磯
部
　
　
（
孝
文
）

編
　
ポ
プ
ラ
社

絵

本

○
『
あ
き
ね
こ
』

か
ん
の
ゆ
う
こ
／
文
　
た
な
か

鮎
子
／
絵
　
講
談
社

○
『
ぼ
く
が
き
ょ
う
り
ゅ
う

だ
っ
た
と
き
』

ま
つ
お
か
た
つ
ひ
で
／
作
・
絵

ポ
プ
ラ
社

○
『
ま
ん
ま
る
い
け
の
お
つ
き
み
』

か
と
う
ま
ふ
み
／
作
　
講
談
社

○
『
お
お
き
な
わ
ん
ぱ
く
ぼ
う
や
』

ケ
ビ
ン
・
ホ
ー
ク
ス
／
作
　
尾

高
薫
／
訳
　
ほ
る
ぷ
出
版

○
『
せ
ん
ろ
は
つ
づ
く

ど
こ
ま
で
つ
づ
く
』

鈴
木
ま
も
る
／
文
・
絵
　
金
の

星
社

☆

子

ど

も

映

画

館

『
ね
な
い
こ
だ
れ
だ
』

◎
日
時
　
10
月
8
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
午
後
2
時
30
分

☆

お

は

な

し

会

☆

『
七
　
五
　
三
』

◎
日
時
　
10
月
15
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆

リ

ン

デ

ン

ド

ー

ム

朗

読

館

☆

『
銀
の
匙
』

中
勘
助
／
作
　
他

◎
日
時
　
10
月
16
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

映

画

鑑

賞

会

『
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆
笑

エ
キ
サ
イ
ト
ラ
イ
ブ
』

◎
日
時
　
10
月
23
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
午
後
3
時
25
分

☆

開

館

時

間

☆

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

節
電
の
た
め
開
館
時
間
を
短
縮
し

て
い
ま
す
。

☆
お
は
な
し
会
☆ 

☆
映
画
鑑
賞
会
☆

●
声
の
広
報
　
市
立
図
書
館
に

は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
広
報
う
え
の
は
ら
の
内
容
を

録
音
し
た
テ
ー
プ（
声
の
広
報
）

を
置
い
て
い
ま
す
。

声
の
広
報
は
、
上
野
原
朗
読

の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
録
音
さ

れ
て
い
ま
す
。

髙
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髙
德

髙

圡

髙
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髙圡
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髙

圡

髙
德

髙圡

髙
德

髙

圡

髙
德

髙圡

髙
德

髙

圡

髙
德

髙圡

髙
德

髙

圡

髙
德

髙圡

髙
德

髙

圡
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広
報

電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ail：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

9月5日、上野原市役所にヴァンフォーレ甲府のマ
スコットキャラクターのヴァン君が来庁しました。ヴ
ァン君は、ヴァンフォーレ甲府上野原市サンクスデー
のＰＲに訪れ、市役所窓口体験やゴーヤ摘みとり体験、
ヴァン君のサイン会などを行いました。

次世代へつなげる防災意識！！

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

8月28日、上野原小学校グラウンドなどで、上野原市総合防災訓練が
行われました。今年の主会場となった上野原西部地区の防災訓練では、瓦
礫撤去や砂利運搬、避難所設置運営訓練などが行われました。消火訓練で
は、日ごろ使うことのない消火器を使っての訓練であったため、子どもた
ちも熱心に取り組んでいました。いつ起こるかわからない災害を防ぐため、
また災害がおきても被害を最小限に減らすため、日ごろからの備えが大切
です。みなさんもまずは家族内で防災について話し合ってみましょう。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,402人　（－36）
男 ●13,199人 （－18）
女 ●13,203人 （－18）
世帯●9,985世帯 （－ 6）
平成23年9月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●ＶＦ甲府上野原市サンクスデーのＰＲ
9月4日～6日、牛倉神社例大祭が盛大に行われま

した。今年は、市商工会が中心となって焼き鳥やかき
氷などの露店を開き、例年にないような一体感のある
お祭りとなりました。最終日は、神楽殿でカラオケ大
会が行われ、出場者の熱唱に盛り上がりました。

●牛倉神社祭典

8月28日、もみじホールで上野原高校吹奏楽部に
よる上野原高校サマーコンサートが行われました。
当日は、立ち見客が出るほどの大勢のお客さんが来

場し、吹奏楽部員が行う、見ても聞いても楽しいパフ
ォーマンスで会場が盛り上がりました。

●上野原高校サマーコンサート
8月22日、上野原西小学校と上野原西中学校で市

上下水道組合による水道修繕ボランティア活動が行わ
れました。当日は、各学校の蛇口や配管などの点検が
行われ、その場で修理できるものは、児童・生徒が安
全に利用できるように組合員が修理しました。

●学校水道施設をボランティアで修理
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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